＜都市や地域に関する知の冒険＞プロジェクトへの参加者募集
今日、都市計画やまちづくりへの関心は、場所、ストック活用、コミュニティ、ライフスタイル、ボトムアップ等々に収れんしつつあるように思われます。しかし、空間的な広がりに関する感性やこれを取り扱う技能を磨くことをおろそかにしてはならないと考えます。そのような感性や技能は、将来に向けて、日本の地域構造の変革を構想する上では欠かせません。
このような問題意識に立って、＜都市や地域の特質を描き出す試み＞つまり＜都市や地域に関する知の冒険＞にチャレンジするプロジェクトを立案しました。関西地域あるいは京阪神都市圏といった広がりを対象に、この＜知の冒険＞に取り組み、地域のビジョン構築のための基礎的なアイディアを提案する人材（個人またはグループ）を募集します。
　このプロジェクトの実施主体は、関西の企業コンソーシアムが設立した関西地域創生研究会（注）です。この研究会の下に、京阪神都市圏ビジョン研究ワーキングが発足する予定であり、本プロジェクトはこの活動と連携して進めることになります。
奮っての応募に期待します。
2017年9月吉日
日本都市計画学会・京阪神ビジョン・テーマ研究会支援業務
プロジェクト人材審査委員会委員長
鳴海邦碩

■研究テーマおよび参加の仕方
　・プロジェクト経費として一人当たり10万円（下限）／年の研究費を支給します。グループ研究も可で、この場合、二人分の研究費を支給します。
・取り上げるテーマは自由ですが、適宜開催する研究会での意見交換を通して、これまで着目されてこなかったテーマを発掘することが期待されます。
　＊テーマのイメージ：人の移動と滞留／自然・緑環境の構造／文化・歴史環境の構造／関西のイメージ構造／生活文化のエリア構造／宿泊ポテンシャル／元気な商店街／各社鉄道沿線の特質描写等々。科研やその他の助成金のような、学術的な成果を求めるものではありません。
・助成開始の1年後に成果を提出、発表していただきます。プロジェクトの継続については、参加者の皆さんの意向を尊重して決めます。
　＊発表会での発表は1件あたり30分程度、提案書はA4サイズ4ページ以上とします。
・都市計画を専門とする若手（おおむね40歳代まで）研究者・実務者はもとより、都市計画との関連領域（都市経済学、都市社会学、行政学、都市論等）の専門家の参加を歓迎します。
・本プロジェクトの運営事務は地域計画建築研究所が担います。

■応募方法・審査方法
　・応募の有無にかかわらず、関心のある方は、chi_no_bouken@yahoo.co.jp宛て、ご連絡ください。募集趣旨の説明会を2017年10月11日（水）18時からに本審査会が行います。
・応募者は、添付の応募書類に記入の上、2017年11月6日（月）までに上記のアドレスまでメールで送付して下さい。
・参加決定については、応募書類に基づき、また必要があれば面接を行い、本審査会で選考し、学会から委嘱します。

（注）京阪神都市群のあらたなまちづくりビジョンの検討・提言を行うと共に、まちづくりを担う人材育成を目的として2017年5月25日設立。
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